
   
 

 〇平成２８年度スタート！よろしくお願いいたします。 

 ４月から、山田前校長の後任として着任いたしました新任校長の吉田康男です。 

大宮南小では、２年前に教頭として勤務させていただき、校長として再び勤務 

させていただくことになりました。 

 温かな保護者や地域の皆様に支えられた大宮南小に勤務することができ、大変 

光栄に思っております。 

 小規模特認校における「特色ある教育」を第２ステージ（Second Stage）と 

して、「子どもたちの成長」を中心に据え、小規模校のよさをさらに発揮できる 

よう誠心誠意努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

      

        ＜平成２８年度スタッフ＞ よろしくお願いいたします。 

 校長   吉田康男（栃木市教委から）   教頭   齋藤初代 

 教務主任   佐々木敦（栃木中央小から）  １年担任   山口浩彦 

 ２年担任   岩木美枝（大平東小から）  ３年担任   出井久美子（三鴨小から） 

 ４年担任   古川則子  ５年担任   藤野絵子 

 ６年担任   柳 裕史  養護教諭   石川美幸（小山三中から） 

 事務主事   石井宏治  図書館事務   坂本亜寿美（寺尾中から） 

 学校支援員   髙岩由佳里  技能員   大塚 繁 

ＡＬＴ   セーラ・キシックスキール  

 

〇１３名の新入生が入学しました。                           

 １３名の元気な１年生が入学しました。１３名という人数は、 

 「きめ細かな」指導はもとより、集団活動（２年生と合同授 

業を行う場合２５名となります）を行っていく上でも、適当な 

人数（男女比も６：７です）と考えております。 

 栃木市教育委員会から指定を受け、小規模特認校として市内 

全域から転入学児童を募って４年目となりました。 

２４年度の全校児童５５名から平成２８年度６６名と徐々に 

増加し、小規模特認校としての大宮南小学校が認知されており 

ます。（制度を活用して転入学されている児童数は県内第３位となっております（２０名超） 

 次年度も、制度を活用して入学を希望される保護者もすでに数名いらっしゃいますので、その期待に応

えられるよう さらに、小規模特認校「Second Stage」として「特色ある教育」を実践して参ります。 

今後も保護者や地域の皆様の特段のご理解とご協力をお願いいたします。 

                            

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７ Ｈ２８ 

６７人 ６６人 ５５人 ５６人 ６３人 ６６人   ６６人 

            大宮南小学校の児童数の推移 

 
平成２８年 ４月号 

栃木市立大宮南小学校 校長 吉田康男



〇小規模特認校 Second Stage（セカンドステージ）の取組 

 大宮南小学校は、小規模特認校に指定され、当時入学した子どもたちは４年生になりました。そこで、

もう一度「特色ある教育」の取組を見直し、さらなるステップアップを目指すために、今年度から「小

規模特認校 Second Stage（セカンドステージ）」として取り組むこととしました。目指すのは、「小

規模校を活性化させるための教育活動の高度化」です。 

 概要は以下の通りです。   

                小規模特認校 第２ステージ（second stage） 

               小規模校を活性化させるための教育活動の高度化  

 

 （１）小規模校のメリットを最大化させる方策 

 （取組課題） 

 ①きめ細かな指導による学力の向上 

 ②低学年からの英語教育によるコミュニケーション能力の育成 

 ③各種検定制度を活用した学習意欲の向上 

 ④ＩＣＴ機器活用及びプレゼンテーション能力の向上 

 ⑤プロの朗読家等の活用による自己表現パフォーマンスの向上 

 ⑥夏休み等を活用した絵画等の表現力の向上 

 （具体的目標） 

 ①つまずきをきめ細かく把握しながら、基礎学力の定着を図ると共に、学ぶ 

意欲を高めるための「朝の学びタイム」や「放課後教室」を年間を通じて 

実施する。 

 ②小学校低学年から英語教育を導入し、「ティーチングプラン」を活用しな 

  がら実践する。 

  ・校外学習等での外国人とのコミュニケーション 

 ③家庭学習とも連携し、子どもたちの学びの具体的目標設定と基礎学力の定 

  着を目指した「漢字検定（公益財団法人日本漢字能力検定協会）」等各種 

  検定制度の活用実施。 

 ④ＩＣＴ機器の活用能力向上を目指した、タブレットＰＣ等を活用した教育 

  の実践及び年間を通した全校集会の設定によるパブリックスピーチの指導。 

 ⑤コミュニケーション能力（主に自己表現力）を育成、向上させるため 

プロの朗読家、作家、詩人による、朗読,詩作教室を開催する。（自己表現力向上） 

 ⑥様々な作品募集に対して表現力を向上させるため絵画教室等を開催する。 

 （２）小規模校のデメリットを最小化させる方策＜学校間ネットワークの構築＞ 

 （取組課題） 

 ①ＩＣＴ活用等による多様なコミュニケーションの確保 

 （具体的目標） 

 ①オンライン会議システム等のＩＣＴを活用し、他校との合同授業を継続的・定期的に実施したり、他地域の学校との合同行事を実施したりして

、小規模校で不足しがちな社会性を涵養する機会や多様な 意見に触れる機会を確保する。 

〇１０月７日（土）にオープンスクールを開催し、「特色ある教育」を公開します。また、１１月５日（土） 

  には学校祭（大南祭）を公開します。生き生きとした本校の児童の姿をご覧ください。 

〇学校は、いつでもご覧いただけます。お気軽にご連絡ください。 

 （２２－１４８３ 吉田校長、齋藤教頭までお気軽に） 

   


